
六
正
問
淳
、
司
二
「
一
寸
前
ゴ
噂
時
便
山
川
帝
国
d
d

ヘ
吋
弓
一
司
一
司
施
守
υ

辛子置量日一月一.....&I~"十三柑帽

禁

輔

載

諭

中
小
商
工
業
者
税
負
携
の
問
題
:

利
子
生
産
力
説
に
つ
い
て
:
・

叢

法
串
二
博
士
一
脚
戸
正
雄

丈
墜
博
士
高
田
保
馬

:!晶
E圃

+=岨
明
日
目
胴

我
が
闘
に
於
け
る
地
震
保
険

Mnド
』
ト
ロ
出
た
こ
フ
ミ
伊
国

t
r
-
E
v
-
-
p
f
f
{
 

l
!
I
f
-
-
t
 

U

M

同
連
平
博
士
小
島
昌
太
郎

-
-
一
-
将
軍
事
士
谷
川
古
菅

冊

中
立
貨
幣
の
理
論
・
唱
・
・
:
:
:
J
i
-
-
空
Z
7
2

一
谷
藤
一
郎

日
本
に
於
げ
る
金
魚
替
本
位
制
の
濯
傍
・
:
紐
湾
問
千
士
松
岡
孝
見

高
民
経
済
皐
と
闘
民
経
済
皐
:
・
・
;
:
:
・
:
空
調
字
士
白
杉
庄
一
郎

町
九

読

，~ 

モ
ー
ル
ト
ン
の
蓮
輪
統
制
論
;
:
・
:
:
・
帥
~
千
立
吉
川
貫
二

所
得
税
に
闘
す
る
若
干
の
問
題
:
;
:
:
裡
潰
皐
士
柏
井
象
雄

附

川

鎌

野

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



高
民
経
晴
間
山
内
ヰ
と
同
氏
綾
湾
曲
目
千

第
四
十
一
巻

寸二

第
五
獄

四

高
民
経
済
皐
三
岡
民
経
済
亭

(
下
)

1
1
9
ス
ト
の
闘
民
経
掛
皐
に
つ
い
て
|
|EI 

セ2

HE 

良日

五

既
に
述
べ
た
如
〈
η
ノ
ス
ト
の
闘
民
経
済
閣
宇
は
歴
史
的
立
場
に
成
立
す
る
。
そ
こ
に
我
々
は
彼
の
闘
民
経
済
摩
の

方
法
論
的
反
省
の
手
が
〉
り
ぞ
奥
へ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
暦
史
皐
仮
的
傾
向
を
見
る
。
彼
は
屡
と

「
歴
史
の

敬一不

ι
r
r
r
E
H
仏
え
の

g
岳一円
Z
m」
佐
一
疋
冷
す
る
の
-
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
歴
史
研
究
の
成
果
と
考
へ
ら
る
べ
き

で
あ
ら
う
。
之
に
並
べ
て
彼
は
「
事
物
の
怯
質

Z
ち
弓
込
町
『
口
一
=
明
」
を
説
く
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
は
哲
墜
H
理
論

的
研
究
の
成
果
で
あ
ら
う
。
「
事
物
の
論
理
並
に
性
質
の
法
則
」
、
「
自
然
法
則
」
、
或
は
「
標
準
的

L
E
い
ふ
の
も
同

じ
思
想
に
し
て
、
共
に
事
物
を
理
想
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
究
明
さ
れ
に
ぞ
の
本
質
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
ぞ
れ

は
瞳
系
的
な
若
し
く
は
殺
展
的
な
典
型
と
解
3
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
梨
に
被
は
貨
践
の
立
場
卸
も
「
闘
民
の
要
求
L

を
並
べ
る
。
そ
し
て
異
の
闘
民
極
端
併
皐
は
こ
の
三
の
上
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

h
j

〉
る
盟
系
に
於
て

判

初
め
て
理
論
と
宜
践
と
の
統
一
が
輿
へ
ら
れ
る
と
す
る
。
こ
〉
で
問
題
の
中
心
に
来
る
の
は
「
歴
史
の
数
一
市
」
、
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、

り
わ
け
そ
れ
と
「
事
物
の
性
質
」
と
の
閥
係
で
あ
る
。
蓋
し
彼
自
身
越
べ
て
ゐ
る
如
く
、
也
管
な
る
理
論
な
く
し
て

りストの園民経消の安展段階もこの費民的典型と解 11るべきであらう。従
って線ての園民がそれをI~過しないからと云って批難さるべきものではな

44) a. a. O. S， 11-'2・そこでリストは彼がアメロカに波 b、彼地の事情を見る
に及んで初めてIJ>、る骨量系が不完全ながι形1'H，れたと述べてゐる。

43) 



‘

.

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

は
首
尾
一
貫
せ
る
寛
践
に
到
達
さ
れ
得
示
、
叉
彼
の
岡
民
経
済
皐
は
理
論
を
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
車
な
る
政
策
か

、
.
、
昔
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ら
区
別
さ
れ
山
、
而
も
山
た
い
小
砕
い
柵
に
劃
し
て
彼
が
特
に
主
張
す
る
の
は
越
嘗
な
る
盟
系
は
是
非
と
も
壇
賞
な
る
歴

、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
.
品

史
的
基
礎
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、

か
ら
で
あ
る
。
「
庵
史
の
教
示
」
と
共
に
「
事
物
の
性
質
」
の
隼
重
す
べ
き
を
彼
は

『
岡
民
的
瞳
系
』
の
所
々
に
越
ぺ
て
居
り
》
而
色
理
論
は
「
事
物
の
性
質
」
を
究
明
す
る
を
目
的
と
す
る
と
す
れ
ば
、

何
故
理
論
の
側
に
立
つ
高
民
経
済
皐
は
、
回
附
史
を
閑
却
し
た
と
い
ふ
事
以
外
に
、

リ
ス
ト
が
展
、
、
逃
ぺ
て
ゐ
る
如

く
、
「
事
物
の
性
質
」
金
無
頑
し
た
と
批
難
さ
れ
る
の
か
。
日
く
、
具
瞳
的
な
る
人
間
一
耽
舎
・
即
ち
「
岡
民
瞳
の
性
質

Z
山
内
日
己

2

Z
白
色

2
5一
一
塁
」
の
無
視
u

「
科
皐
は
岡
民
事
情
の
性
質
を
、
高
島
的
諸
目
的
を
賀
現
す
る
た
め
に
、
否

定
し
戎
は
宥
過
し
或
は
ご
ま
か
し
て
は
な
ら
ぬ
。

人
が
事
物
の
性
質
に
従
ひ
事
物
の
性
質
に

こ
司
レ
ち
D
ヨ
均
止
、

則
っ
て
諸
岡
民
を
よ
り
高
き
目
標
に
向
は
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
到
達
さ
れ
得
る
0

・
-
E
a
-
-
-

盟
論
は
事
物

の
性
質
に
矛
盾
す
る
限
り
、
今
迄
何
ら
決
定
的
な
改
革
ぞ
惹
起
し
な
か
っ
た
し
、
今
後
も
し
な
い
で
あ
ら
う
。
然

し
そ
れ
が
事
物
の
性
質
に
基
づ
け
ら
れ
る
や
否
や
そ
れ
は
大
改
革
を
惹
起
し
狩
る
し
、
叉
し
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
o
」

然
ら
ば
っ
事
物
の
性
質
」
と
「
歴
史
の
敬
一
不
」
と
は
如
何
な
る
闘
係
に
あ
る
か
。
或
る
者
は
リ
ス
ト
が
こ
の
二
を
混

同
し
た
と
い
ふ
。
然
し
我
今
は
、
回
腔
史
は
理
論
を
含
h
u

と
す
る
彼
の
立
場
か
ら
営
然
に
三
股
史
の
数
ボ
」
は
「
事
物

の
性
質
」
を
含
む
と
い
ふ
事
を
推
論
す
る
。
雨
者
は
包
四
時
の
聞
係
に
在
る
と
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
宥
和
し
難

き
単
な
る
並
立
闘
係
に
め
る
と
解
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
か
う
解
す
る
限
り
、

9
ス
ト
が
矛
盾
に
陥
っ
て
ゐ
る
と

は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
問
題
は

U
し
ろ
、
歴
史
は
理
論
佐
、
「
歴
史
の
敬
一
不
」
は
「
事
物
の
性
質
」
を
合
な
が
故
に
、
歴
史

前
向
民
経
済
皐
と
同
民
経
済
事

第
五
波

壬i

第
四
十
一
番

七
二
三

::1. a. O. S. 20・ そこでリストは例¥ぱ英閣の政治宋は椴世紀の問理論な〈
して賓践して来Iこ。然しそれは「工業品を賞り原料を買ム」といふ格言が理
論の伐りをしたと立昼べてゐる。
a. a. O. s. ，，-6 
それを彼が如何に重んじたかは I司書の序文じ突の如く書いてゐる所からも
明かである。即ち彼はその著者ψ1I吠治経済準の自然的鰭系 (D日 naturll-

45) 

46) 
47) 



高
民
経
端
的
墜
と
岡
民
経
務
曲
学

第
四
十
一
巻

第
五
披

一ニムハ

Fヒ

凹

か
ら
理
論
が
、
「
匪
史
の
教
示
」
か
ら
「
事
物
の
性
質
」
が
抽
出
さ
れ
る
と
い
ふ
事
だ
け
を
認
め
で
、
そ
の
逆
の
聞
係

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
認
め
な
か
っ
た
貼
に
在
る
。
印
ち
リ
ス
ト
は
彼
の
瞳
系
を
展
開
す
る
に
嘗
っ
て
、
先
づ
第
一
に
歴
史
に
そ
の
敬

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、

示
を
温
ね
、
そ
れ
ら
か
ら
基
礎
原
理
を
導
き
出
し
、

そ
れ
の
接
展
に
従
っ
て
諸
皐
振
を
吟
味
し
、

相

向
は
寅
践
的
で
あ
る
か
ら
貿
易
政
策
の
最
新
の
立
場
を
陳
べ
る
、
と
序
し
て
ゐ
る
。

際
史
・
第
一
一
嗣
理
論
・
第
二
一
編
諸
墜
説
・
第
四
揃
政
策
と
な
っ
て
ゐ
る
。

最
後
に
彼
の
傾

h
r
〈
て
彼
の
盟
系
は
第
一
一
編

惟
ふ
い
理
論
は
歴
史
か
ら
現
出
さ
れ
る
。
耐
も
誌
に
際
史
研
究
は
理
論
を
前
提
と
す
る
。
明
論
を
産
む
骨
舵
前
日

理
論
以
前
の
歴
史
的
事
賞
は
無
白
畳
的
な
る
人
間
的
行
魚
と
し
て
興
へ
ら
れ
る
所
の
翠
な
る
瞳
験
に
過
ぎ
ぬ
。
こ

れ
は
9
ス
ト
が
「
経
験
」
と
呼
ぴ
「
生
」
と
言
ふ
所
の
も
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
決
し
て
我
冷
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
た
る

歴
史
で
は
な
い
。
こ
の
皐
な
る
瞳
験
か
ら
我
冷
の
反
省
は
理
論
を
生
産
す
る
5
0

そ
の
理
論
を
前
提
と
し
て
さ
き
の

睦
験
に
立
蹄
へ
る
と
き
、
そ
れ
は
隆
史
と
し
て
問
解
さ
れ
る
。
か
〈
て
無
自
民
克
的
宜
践
と
し
て
輿
へ
ら
れ
る
生
或

は
館
職
、
か
ら
一
方
に
於
て
は
理
論
が
、
他
方
に
於
て
は
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
田
町
史
が
生
ま
れ
名
。
こ
の
劃
象
把
握

の
上
で
初
め
て
封
象
に
働
き
か
け
、
ぞ
れ
を
麺
輩
せ
ん
と
す
る
政
策
論
が
可
能
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
研
究
の
順

序
で
は
な
〈
て
瞳
系
の
順
序
か
ら
言
っ
て
、
理
論
か
ら
出
て
歴
史
を
理
解
し
政
策
を
論
守
る
左
い
ふ
構
造
が
と
ら

る
べ
き
で
あ
る
ο

か
う
考
へ
る
と
矢
張
、
り
我
冷
は
ス
ミ
λ

の
睦
系
の
9
ス
ト
の
そ
れ
に
勝
れ
る
を
思
ふ
。
ぞ
れ
は

と
も
か
く
と
し
て
、

い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
理
論
に
媒
介
さ
れ
て
理
解
さ
れ
た
個
性
の
動
き
と
し
て
の
異
の
歴
史
で
は
な
い
。
所
で

つ
ま
り

y
ス
ト
の
謂
ふ
歴
史
と
は
皐
な
る
瞳
験
と
し
て
の
素
朴
な
る
歴
史
的
事
買
に
過
ぎ
な

che System iler Politischen ÖkonomÎe) と名付トミ~;ト否，トに迷った。どい
ムのは被が過去の鴻ての鴨系を「事物の性質t同然)J¥-atur <icr υingcJから
汲取ったものでなく、「再聖典の教示 lに矛盾する色のとする限h、『自然的惜
系』の方が『圃民的骨豊系」ょ b遡常であるからである。然じ書物を?をの標Mi
t:'げで卵l慨する皮相者流が、耳z農主義穂系の焼直しと誤解するかも知れぬ
といふ友人の忠告に径ヮて三CT:'目論見を打捨てた Ç)'~、、と。 (a. a. O.白田 40)



彼
は
哲
血
平
日
珂
論
と
政
策
H
貫
践
と
を
勝
一
史
に
於
て
統
一
す
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
抽
象
的
な
る
歴
史
観
は

逆
に
理
論
と
賓
践
と
に
闘
す
る
考
へ
方
の
抽
象
性
を
推
測
せ
し
め
る
。
「
厩
史
の
数
一
不
」
に
含
ま
れ
る
と
す
る
「
事

、
、
、
、
、
、
、

物
の
性
質
」
は
市
民
枇
舎
に
於
け
る
無
自
覚
的
必
然
性
た
る
云
は
三
世
曾
的
自
然
法
則
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ら

う
が
、
そ
れ
ぞ
彼
は
線
て
の
市
民
的
経
持
撃
者
と
同
じ
く
、
外
的
自
然
法
則
と
無
差
別
に
考
へ
て
ゐ
る
eo

後
者
は

運
へ
得
な
い
が
、
前
者
は
一
耽
命
百
杢
躍
・
閏
民
組
障
の
立
場
に
於
て
は
種
革
し
得
る
志
の
で
あ
る
。

首
ノ
ス
ト
は
、
歴

史
を
普
遍
性
を
含
ん
だ
個
性
と
し
て
の
岡
民
史
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
な
く
、
ぞ
れ
を
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
す
炉
故

に
、
そ
れ
h
f
知
ら
な
い
c

即
ち
一
彼
は
昨
一
界
史
的
考
察
・
明
確
な
膳
史
哲
撃
か
」
快
一
く
。

従
っ
て
彼
の
謂
ふ
腰
史
は
岡

河
む
「

Jい
け
同
河
℃
『
主
』

z
h
7
串
え

JE--
正
uz

‘・
hp

、

E
f
-
-
h
c
ι
A耶ノ
W
E
p
h
日
ず
官
財
ゆ
}
北

bcJq
ず
』

L
w
rド
」

r
，、

A

-

-

v

1

'

e

l

a

叫
，
『
1

6

F

a

-

-

'

i

R

a

1
1
I
一一T
E
A
-
よ
U
F
時
J
t
J
h
:
F
E
喜一ずヘ
hh
，r

1

7

3

M
叉
ヨ
ι

:

J『
Jh
二

:
:
1
1
L
2
7

一l
tよ
一
月

t
a
'
t
t
i
Eづ
1
J
Eト

'
t
b
L
E
F
L
t
'
E
7日
J
M
〉

T

ロ
F
v
n
r
p
t
、主
2
6
d
M
V
1
〈

/
ν
E
t
£
官
二
宮

ち
た
な
い
。
そ
こ
に
彼
の
立
場
の
超
え
難
き
市
民
的
限
界
が
め
る
が
、
そ
れ
は
後
の
問
題
と
し
よ
う
。
次
に
、

ス
ト
の
所
謂
歴
史
は
単
な
る
膿
験
・
生
と
混
同
さ
れ
、
而
色
そ
の
瞳
験
は
、
人
聞
の
行
錯
と
し
て
奥
へ
ら
れ
る
が
故

に、

9
λ

ト
は
問
問
史
が
貴
践
を
λ

守口

h
u
と
考
へ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
一
貴
践
は
貨
は
腰
史
に
も
理
論
に
も
媒
介
さ

れ
な
い
無
自
由
党
的
賞
践
に
過
ぎ
な
い
。

更
に
根
木
的
に
考
へ
れ
ば
、

一
般
に
隈
史
的
認
識
は
理
論
的
認
識
仁
針
し

て
共
に
割
象
把
握
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
。
ぞ
れ
は
決
じ
て
そ
れ
だ
け
で
政
策
論
を
可
能
に
す
忍
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
宇
ス
ト
の
岡
民
経
済
撃
は
、
彼
が
排
撃
こ
れ
に
努
め
だ
所
謂
「
長
し
と
共
通
の
地
磐

l

針
象
把
握
|
|

に
立
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、

l
lこ
の
こ
と
は
一
般
に
歴
史
畢
探
ぞ
通
じ
て
言
へ
る
こ
と
で
あ
る
が
|
|
、

皐
問
論
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
巽
の
貫
践
撃
と
は
言
び
得
な
い
。
然
ら
ぱ
何
故
寅
践
的
生
涯
を
生
抜
い
た
ヲ
ス
ト

市
内
民
柳
時
府
間
曲
唱
と
岡
民
経
滞
墜

第
四
十
一
巻

第
去
一
披

七
二
五

七

y 

九九 O.S. 281-82. 
Lif:，chilz， Die histo口scheSchllle d引'IIVirtsehaftswissenschnft，S. 7-8. 
a. a. O. S. 61. 
「圃民の生 (Lebender Nationen)じぽ、伺人のそれに於げる k同じ〈、ィ
ヂオロギーの幻想に費して二の有力な名薬物即ち樫験と必然牲がゐる」と
いふ際の経験と必然性はこの鵠験と 1理論のことでなげればならなL、。 (a.a. 
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市
内
長
経
済
態
と
国
民
経
済
皐

第
四
十
一
巻

七

~ ノ、

第
五
就

ー
ノ、

は
串
間
的
意
識
に
於
て
異
の
賞
践
的
立
場
に
高
ま
り
得
な
か
っ
た
の
か
。
批
判
は
彼
の
枇
曾
観
に
湖
っ
て
、
ぞ
こ

か
ら
始
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

..... 
~、

叫
ノ
ス
ト
が
岡
民
営
考
へ
る
際
人
類
を
無
視
せ
争
、
「
租
闘
と
人
類
」
と
や
}
闘
民
曜
に
於
て
統
一
し
、
岡
民
主
義
h
y

以
て
町
内
民
主
義
営
止
揚
せ
ん
と
し
た
の
は
会
〈
正
〕
い
。

民
し
河
田
円
九
舗
と
ま

3
5」
へ
童
こ
民
コ
一
、
'
J

。

d
r
b
'
一
三
ド
ノ
剖
7

2

v

ド

t
t
t
ノ
手
f
M
l
H
V
L
ル
m
d
f

'
」
旬
、
』
『
K
L
u
-
-、

f
;
t
J
 

4ldzJH 

持
諸
国
は
正
官
な
粧
捕
後
患
を
遂
げ
得
点
ペ
温
帯
諸
問
に
従
属
せ
し
め
ら
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
殊
に
我
々
に
闘

心
を
も
た
し
め
る
の
は
ア
ジ
ア
を
白
人
に
隷
属
せ
し
め
る
勅
で
あ
る
。
「
こ
の
全
て
の
園
土
と
民
族
の
混
沌
の
中

に
は
」
、
と
リ
ノ
ス
ト
は
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
述
べ
て
ゐ
る
、
「
保
持
と
復
活
に
値
し
或
は
ぞ
れ
の
可
能
な
る
岡
民
膿
は

唯
一
も
な
い
。

ア
ジ
ア
諸
岡
民
瞳
の
杢
部
的
解
消
は
不
可
避
に
し
て
、

ア
ジ
ア
の
復
活
は
ヨ
!
廿
ッ
バ
の
生
命
力

の
注
入
、

キ
η
ノ
ス
ト
数
並
に
ヨ
!
ロ
ッ
バ
の
風
潮
臼
と
秩
序
の
漸
次
的
採
用
・
移
住
・
統
治
監
督
に
よ
っ
て
の
み
可
能

で
め
る
よ
う
に
思
は
れ
る
o
」と。

こ
う
に
ア
ジ
ア
の
復
活
と
い
ふ
の
も
そ
れ
は
ア
ジ
ア
自
身
の
文
化
接
展
で
は
な

ア
ジ
ア
に
於
け
る
蹴
洲
諸
問
の
平
等
の
樺
カ
の
享
有
が
問
題
で
あ
石
に
過
ぎ
な
い
。
人
類
の
名
に
よ
る
ヨ

ー
ロ
ヴ
パ
人
の
利
盆
の
擁
護
!

か
く
世
界
か
ら
熱
帯
野
賢
民
族
・
ア
ジ
ア
民
族
を
除
外
し
て
、
何
の
寓
民
主
義

的
理
念
で
あ
ら
う
か
。

r
H
T
我
ふ
は
人
類
枇
舎
や
-
か
く
の
如
き
も
の
と
し
て
受
取
ら
う
。
然
ら
ぱ
諸
岡
民
が
同
一

の
経
済
後
展
の
段
階
に
到
達
す
る
時
、
人
類
枇
曾
に
、
否
少
〈
左
も
蹴
洲
に
、
果
し
て
永
遠
の
卒
和
が
支
配
す
る

で
あ
ら
う
か
。
答
は
否
定
的
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
が
9
ス
ト
的
園
民
主
義
の
強
行
に
よ
っ
て
英
聞
と
同
等
の
若
〈
は

O. S. 54 
而もその歴奥的事貨は多〈推測的にしで厳正に批列すれば立消えて了ム程
の払のである。彼の厩史的知識ば根本資料かιではな("'c、手近にある敬
科書かち得られたに過ぎぬ。勿論彼が僅かのもの r.~j，:t，、に利用し得たのは
敬服に値する』二しても。 Roscher，GeschIchte der N;~tion:alök.onomlk m 
Deutschland， II. Aufi目 5・977-78.
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そ
れ
を
凌
駕
し
き
へ
す
る
経
神
的
竣
展
に
到
達
し
だ
時
、
世
界
は
何
を
経
験
し
た
か
。

又
高
度
の
産
業
的
殺
展
に

到
建
し
た
資
本
主
義
列
強
の
聞
に
現
在
我
み
は
何
を
見
る
か
。
文
化
の
破
壊
と
戟
守
の
脅
威
。
而
も
人
は
園
民
利

盆
の
主
張
を
、

9
ス
ト
同
じ
く
、
人
類
踊
融
を
以
て
修
飾
す
る
こ
と
を
忘
れ
は
し
な
い
。

に
も
拘
ら
十
人
類
的
理

想
の
貰
現
き
れ
な
い
の
は
何
故
か
。
外
な
る
封
立
は
買
は
内
な
る
劃
立
原
理
の
外
へ
の
現
は
れ
で
あ
る
の
想
う
て

こ
〉
に
到
れ
ば
、
次
に
我
冷
は
9
ス
ト
の
岡
民
経
済
ぞ
の
志
の
を
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

彼
の
謂
ム
園
民
経
樺
に
於
て
は
、
個
人
の
怒
涛
活
動
は
原
則
と
し
て
自
由
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
私
有
財
産
と

こ
の
自
由
主
義
経
捕
は
岡
家
の
無
絡
に
よ
っ
て
ず
は
な
〈
て

そ
の
統
制
に
よ
っ
て
貰
現
芯
れ

Z
o
州
一
し
統
閣
は
手
段
に
過
ぎ
や
し
て
、
自
由
一
が
日
閣
で
ゐ
4
0
3

か
う
見
て
来
る

、
、
、
、
、
、
、
、
司
、
.
、
、

と
、
謂
ふ
所
の
岡
民
経
摘
は
異
に
共
同
的
な
色
の
で
は
な
く
て
市
民
的
岡
民
経
梼
で
め
る
。
結
局
被
は
市
民
的
困

し
て
個
人
に
許
容
3
れ
る
。

η
ノト
λ

に
あ
γ

つ
て
は
、

民
経
漕
を
招
来
す
る
た
め
に
岡
家
統
制
を
主
張
し
た
に
過
ぎ
ぬ
。

勿
論
そ
れ
が
営
時
の
ド
イ
ヅ
に
於
け
る
庵
史
的

使
命
で
は
あ
っ
た
。
そ
し
て
リ
ノ
ス
ト
は
こ
の
使
命
の
た
め
に
一
身
を
捧
げ
つ
く
し
た
市
民
革
命
の
闘
土
に
し
て
、

市

イ
デ
オ
ロ

1
グ
で
あ
っ
た
。

一
閥
、
市
民
的
闘
民
経
沸
は
そ
の
出
費
馳
に
於
て
、
肢
に
貧
富
の
階
級
劃
立
を
前
提

し
、
そ
の
礎
展
の
途
上
に
於
て
そ
れ
を
構
大
し
固
定
化
す
る
。
却
ち
市
民
祉
命
日
は
利
害
相
反
す
る
階
級
封
立
ぞ
自

ら
の
内
に
含
み
つ
h

、
而
も
そ
れ
は
一
の
園
民
的
統
一
を
形
作
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
統
一
な
〈
し
て
市
民
吐
舎
は
み

り
得
な
い
。
そ
れ
が
「
外
的
園
家
」
と
栴
さ
れ
る
所
以
で
め
る
。
こ
の
故
に

y
ス
ト
は
産
業
資
本
家
階
級
の
後
反
の

た
め
に
、

ド
イ
ツ
に
於
て
こ
の
統
一
念
完
成
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
ο

日
く
、
「
我
，
ぺ
か
統
治
者
或
は
被
統
治
者

高
足
経
済
控
と
園
長
経
済
皐

第
四
十
一
巻

第
五
時
制

7L 

七

七

53) 作田博士、「国民経済撃の再建J.(法ど ~m憐、第2~第6競3頁)参照。然し
Lifschitz， a. a.υS. '7の如〈、端a'lにし1stの白然法則を以て自然科準
的法則と同一説すべきではない。彼が向然といふのは歴史に草せする外的1'1
ft.iのことではないのt:'から。
a. a. O. S. 522-34.叉 S.373-74 1こは東#を白人の植民地主しでの運命に
於て見てゐる。
こ冶に H スト岡氏、怪糠撃の一方に於て~;入国家は緒てを統制し得るし又し
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高
民
経
済
曲
牢
と
国
民
経
融
市
岡
中

第
四
十
一
巻

七

ノ¥

第
五
披

O 

で
あ
る
に
せ
よ
、
貴
族
或
は
市
民
の
身
分
で
あ
る
に
せ
よ
、
皐
者
或
は
無
皐
者
で
あ
る
に
せ
よ
、
兵
士
或
は
文
官

で
あ
る
に
せ
よ
、
工
業
者
・
農
業
者
或
は
商
人
で
あ
る
に
せ
よ
、
岡
氏
膿
な
く
し
て
は
、
而
し
て
我
闘
民
瞳
の
永

、

、

、

.

、

、

、

日

績
に
劃
す
る
保
誼
な
く
し
て
、
組
て
の
我
ι
干
の
努
力
は
何
の
債
値
を
も
つ
で
あ
ら
う
か
っ
」
と
。
け
れ

E
も
こ
の
闘

民
的
統
一
は
無
自
費
的
抽
象
的
で
あ
る
。
却
も
こ
の
統
一
一
原
理
は
決
し
て
階
級
を
解
消
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
く

.
、
、
、
旬
、
、
、
、
.
、
、
‘
如
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、

だ
h
y
ら
市
民
一
耽
A

習
に
於
け

ε闘
民
的
統
一
は
階
級
卦
立
の
共
通

し
て
、
却
っ
て
階
級
支
配
の
原
理
と
き
へ
な
る
。

、、
地
盤
に
過
ま
な
い
と

3
へ
一
一
一
一
口
は
れ
る
。
所
で
、
か
、
ろ
封
立
契
機
合
も
ち
な
が
ら
、
而
も
ぞ
の
針
立
が
外
的
無
自
覚

的
に
統
一
せ
ら
れ
て
ゐ
る
如
き
白
己
矛
盾
的
な
闘
民
睦
炉
、
他
左
の
闘
係
に
入
る
時
、
同
民
睦
の
合
h
u
内
的
針
立

の
原
理
は
園
民
瞳
相
互
間
の
園
際
的
劃
立
と
し
て
現
は
れ
る
。
母
固
と
植
民
地
・
文
明
固
と
野
盛
岡
・
商
工
業
園

叉
白
人
と
有
色
人
種
と
の
聞
の
封
立
。
勿
論
、
市
民
世
舎
の
寓
民
的
傾

『
め

m
W
R
E向
。
『
ず
ん
「

mw門
戸
。
巴
M
L

ヲ
ス
ト
の
謂
ふ
世
界
聯
A
口
の
一
種
(
固
際
聯
盟
)
を

と
農
業
国
・
資
本
主
義
列
強
相
互
の
問
、

向
は
世
界
史
上
曾
っ
て
見
な
い
桂
の
闘
際
的
接
近
を
賢
し
、

成
立
せ
し
め
る
。

然
し
市
民
祉
合
的
段
階
に
於
て
は
、

岡
家
が
階
級
支
配
の
道
具
に
用
ゐ
ら
る
〉
傾
あ
る
が
如
〈
、

世
界
聯
A
R
は
帝
闘
主
義
的
世
界
支
配
の
用
具
に
終
る
。
要
す
る
に
市
民
枇
合
を
前
提
す
る
限
り
、
如
何
に
諸
問
民
聞

が
同
一
の
経
稗
後
展
段
階
に
到
達
し
て
も
、
自
由
貿
易
・
永
遠
の
世
界
卒
和
は
貫
現
せ
ら
れ
得
な
い
で
あ
ら
う
。

世
界
平
和
は
閑
民
瞳
内
部
に
於
け
る
卦
立
が
克
服
さ
れ
、
内
的
に
は
共
同
盟
の
成
員
が
猫
立
の
人
格
と
し
て
自

由
で
あ
J

り
、
外
的
に
は
闘
民
瞳
相
互
炉
、
自
由
な
る
濁
立
睡
と
し
て
隼
重
し
A
口
ふ
時
に
の
み
寅
現
3
れ
る
で
あ
ら

ぅ
。
が
、
こ
の
内
的
劃
立
を
解
消
せ
ん
と
す
る
立
場
|
官
時
の
そ
れ
は
サ
ン

-
Z
Y
Hフ
!
と
主
義
の
昼
恕

なげればならぬといふ重商主義との、他方に於t聞は国家は如何なる働きを
もなし得ぬし3えなすべきではない、而して個人が---切にして圃家は無τゐ
畠と L、ふL墜滋刊の、相違Eμ喝る。 (a.a. O. S. 4.1;4--6!i) 
こ、に同じ〈スミスに謝して国民的原理を以寸)克明した AdamMullerと
Listとの相違がある。 Mullerは市民革命に射して反動的でめった。
Hヒgel，Grund1inien der PhiJmiophie des Recht':i. ? 183 

56) 

号7)



的
韓
系
で
あ
っ
た

l
ー
ー
を
リ
ノ
ス
ト
は
如
何
に
考
へ
る
か
。
彼
の
批
判
は
か
う
で
あ
る
。

趨
用
さ
れ
得
る
色
の
は
大
抵
生
産
諸
力
の
結
合
と
調
和
の
原
理
か
ら
説
明
さ
れ
得
る
。

ぞ
の
異
な
る
も
の
・
現
在

併
し
そ
れ
は
個
人
を
益
く

枇
舎
に
融
合
し
、

然
し
各
時

個
人
的
自
由
立
に
樹
立
を
否
定
す
る
。

ぞ
れ
は
将
来
賞
項
き
れ
る
か
色
知
れ
な
い
、

代
に
は
そ
れ
に
特
有
の
課
題
が
あ
る
。
「
我
み
が
生
き
て
ゐ
る
時
代
の
課
題
は
、

諸
個
人
を
そ
の
肉
腫
的
並
に
精

神
的
享
受
に
於
て
出
来
る
だ
け
平
等
に
す
る
た
め
に
、
人
類
を

y
1
7
ェ
的
共
産
岡
臨
(
冨
山
一
富
山
門
中
古
)
に
打
砕
く

こ
と
で
は
な
く
て
、
全
て
の
岡
民
膿
の
生
産
力
・
精
神
的
文
化
。
政
治
脱
態
・
勢
力
を
完
全
に
し
、
ぞ
れ
ら
の
岡
民

関
そ
こ
れ
ら
の
鮪
に
闘
し
て
出
来
る
だ
け
平
等
に
す
る
事
に
よ
っ
て
、
世
界
聯
人
口
eg
準
備
す
る
事
で
み
る
椋
仁
思

は
れ
る
o
」
誼
し
悶
在
の
怯
旧
仲
間
以
勢
の
下
に
川
町

γ
か
の
共
産
問
時
中
佐
賀
現
す
れ
ば
、

L

1
司

丁

j
弘

B
L
1
司
-
匹
、
勺
丈
、

Eeh

・4
t
p
t
車
工
作

v
f
f
松
「
白
い
h

智

進
の
車
問
朕
態
に
生
活
し
つ

Y
け
て
ゐ
る
諮
問
民
に
よ
っ
て
伍
服
さ
れ
、
そ
の
全
文
化
を
問
民
膿
と
共
に
否
定
さ
れ

る
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
ー

l
我
0
・g
b
亦
大
韓
リ
ノ
λ

ト
が
考
へ
た
で
あ
ら
う
如
〈
、
多
〈
の
闘
民
共
同
盟
が
相

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

並
ん
で
犬
冷
固
有
の
文
化
を
創
造
し
つ
冶
永
遠
の
平
和
の
挫
に
生
き
る
人
類
枇
命
日
を
理
想
と
す
る
。
だ
か
ら
η
ノス

ト
げ
か
祉
合
主
義
者
は
人
類
枇
合
の
み
を
見
て
岡
民
を
見
な
か
っ
た
と
批
難
す
る
の
は
正
し
い
。
併
し
そ
れ
と
共
に

枇
合
主
義
者
の
階
級
解
放
の
理
念
と
努
力
を
正
営
に
許
便
す
る
こ
と
が
-
忘
れ
た
の
は
謂
ム
所
の
岡
民
経
祷
ぞ
み
一

t

市
民
的
た
ら
し
め
る
。
か
く

yλ
ト
は
市
民
的
園
民
経
済
を
意
同
し
た
が
故
に
、
岡
際
的
に
一
色
永
遠
の
平
和
を
目

棋
と
し
て
、
一
同
氏
の
利
己
主
義
を
排
斥
す
石
と
宣
言
す
る
も
の
h

、
彼
の
思
想
が
貴
現
さ
れ
た
結
果
か
ら
見
れ

ば
、
畢
一
覧
彼
は
人
類
的
立
場
を
犠
牲
に
し
て
園
民
的
利
己
主
義
を
代
辞
し
た
新
重
商
主
義
と
の
批
評
を
免
れ
な
い
b
o

高
民
経
済
墜
と
岡
氏
経
済
事

第
四
十
一
巻

七

九

第
五
競

--

ドイヴの岡民的統ーは畢定ドイツ保i;~ilill1((に集中され品。 (S. 539)0 このリ
スト閥民主義と保護*.義との必然的関係 (S.. 3SJの枚lこ、我々は閥民主義
は一般的自由貿易の探用によってその意義を失ふかを疑ふことが出来る。
叉この関係のためにリストの岡氏終日寄席 1主貿易論に恨定きれてゐる。
Li日は貰際政策論に於げる寓民主義的理念の現ばれとして、「大降制度の
理念」伝説草、英闘に針する大限諸|謹lの同H61の必要を強調し、叉米両がやが

58) 

59) 



高
民
経
済
撃
と
樹
氏
経
済
墜

第
五
琉

一一一
一

第
四
十
一
巻

七
三

O

そ
し
て
我
々
は
そ
こ
に
彼
の
岡
家
主
義
的
傾
向
を
見
る
が
、
そ
れ
は
市
民
的
岡
民
主
義
の
必
然
の
結
果
で
J

の
る
つ

首
ノ
ス
ト
は
結
局
市
民
的
闘
民
経
掛
撃
を
主
張
し
に
に
過
ぎ
な
い
。
彼
が
自
ら
正
し
〈
も
そ
れ
ぞ
主
張
し

要
之
、

な
が
ら
、
而
-B
異
に
人
類
的
・
岡
氏
的
立
場
に
立
ち
得
な
い
の
は
こ
の
故
で
あ
る
。
ピ
か
ら
彼
の
闘
民
経
祷
皐
は

具
躍
的
に
高
民
極
構
畢
を
止
揚
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ぞ
方
法
論
上
か
ら
一
一
一
日
へ
ば
、
そ
の
岡
民
経
沸
墜
の
擦

っ
て
立
つ
腫
史
は
異
に
理
論
を
含
み
得
令
、
従
っ
て
普
遍
性
を
含
ん
だ
個
性
的
な
も
の
で
は
な
い
。
而
も
そ
の
歴

史
に
る
や
買
は
岡
民
の
市
民
一
枇
合
史
に
過
去
L
P・
市
民
枇
A
W
T
越
え
、
ぞ
れ
に
ゲ
入
内
り
悶
氏
巾
に
ふ
世
界
市
民
?
は
な
い
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
具
髄
的
な
歴
史
を
観
察
す
る
に
必
要
な
明
確
な
史
観
を
敏
い
た
が
故
に
、
想
論
に
於
て
も
、
市

民
枇
舎
の
枇
舎
法
則
を
自
然
必
然
と
観
念
す
る
の
は
正
し
い
と
し
て
も
、
ぞ
れ
を
外
的
自
然
法
法
則
と
匝
別
し
て

襲
へ
得
る
も
の
と
は
考
へ
な
か
っ
七
。
そ
こ
に
我
々
は
日
ノ
ス
ト
の
岡
島
経
漕
率
一
か
市
民
一
枇
曾
自
瞳
に
劃
し
て
韓
草

的
貿
践
的
で
な
か
っ
た
事
佐
知
名
。
彼
は
悟
史
は
政
策
を
止
揚
し
、
岡
民
粧
漕
撃
は
賃
践
的
で
あ
る
と
い
ふ
け
れ
ど

も
、
謂
ふ
所
の
寅
践
と
は
賞
は
ド
イ
ツ
産
業
革
命
の
前
夜
に
於
で
歴
史
的
に
生
起
し
だ
も
の
し
つ
〉
あ
る
も
の
〉

保
持
殺
展
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

異
の
悶
民
経
掛
撃
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ

総
じ
て
市
民
的
立
場
に
立
つ
限
り
、

る
。
異
の
岡
氏
経
梼
皐
は
階
級
卦
立
伝
承
認
し
て
而
も
そ
れ
か
ら
岡
民
大
衆
を
解
放
し
、
以
て
異
の
閲
民
共
同
程

祷
を
招
来
し
、
之
を
遁
じ
て
人
類
的
理
想
を
完
成
せ
ん
と
す
る
貫
践
的
な
岡
民
主
義
的
立
場
に
於
て
の
み
可
能
で

あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
方
法
論
上
は
単
に
歴
史
に
で
は
な
く
て
、
理
論
と
厩
史
と
並
に
こ
の
統
一
の
上
に
成
立
す

る
政
策
論
と
を
貫
践
的
に
統
一
す
る
賞
践
皐
と
し
て
ヨ
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。
(
了
)

て英闘の地位t'tmふであらう、 その時英闘は猷i州同盟にようて米闘に濁抗
しなげればならねと換言してゐる。併しListC')考へる加~世界聯合i二於て
は、市民社舎を前提 k する限り、永遠の平和が支配し得~.るは Hildebrand ，
Nationalokonomie der Gegenwart und Zukunft. L :::，. ，87が、同じ〈市民社
舎の立場に於て Yはるうだが、正しくも指摘した品i9である。
a. a. O. S. 468-70. 61) Ingram， I-listory of }Julit.ical Economy， P. 170. ∞) 


